






インストラクショナルデザイン２  仕様書雛形 

 

©2005 Shirou Kitamura & Katsuaki Suzuki, Ph.D 

◆テストのみ実施：内定者に対してやらされ感がでて

しまう 

利用可能リソース ◆書籍（日経文庫「損害保険の知識」「業界研究シリ

ーズ生保・損保」日経文庫ビジュアル「保険の基本」） 

◆派遣社員のアシスタント 1名（能力要件は提示可

能） 

◆情報システム部門のデジタルコンテンツ制作チーム

（予め必要な作業・労力・工数を要提示） 

◆e ラーニングに関しては初めての試みであり社内に

リソースはない 

◆SME（研修担当者・講師） ※確定ではないがプロジ

ェクトに巻き込みたいと考えている 

コース開発に利用できる既存コース、書

籍、資料、人（専門家、経験者）など、思

いつくものを書き出しましょう。 

開発形態* Moodleを社内のサーバに設置し、コンテンツ開発を行

う。 

内定者への学習内容の提示は従来から活用している

課題書籍を中心に活用し、eラーニングはあくまでも課

題書籍での学習支援及び確認テストによる理解度の

確認、学習の進捗管理をするために活用する。 

新規開発、既存コースのバージョンアッ

プ、既存コースからの再構成など。 

開発の意味・果実 ◆会社全体：商品の多様化対応し、激化する業界内

の競争に勝つことにより業績につなげる事ができる 

 

◆人事部：内定者向けのサポート体制として次年度以

降の採用活用においてアピール材料となり優秀な人

材が確保しやすくなる 

 

◆研修部：新入社員の前提知識が担保される事によ

り導入研修を円滑に進めることができる 

 

◆配属先の現場：導入研修でより発展的な内容を実

施出来る事により配属になってからの現場の負担が

軽減する 

自組織にとって、そのコースを開発（実

施）する意味・果実（経済的なもの、それ

以外のもの）は？→開発稟議の際の理

由付け、チームメンバーのモチベートな

どのために。 

付属資料 ◆画面遷移図 

◆プロジェクト資料（WBS,スケジュール、資源管理、体

制図） 

◆新入社員対象のベストハンドブック大会企画書 

仕様書、評価計画書、プロジェクト資料

など、開発計画書の他のドキュメントの

一覧。 

 




